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１ 利便性の高い公共交通ネットワーク構築に向けた
短中期的取組
➢ 沖縄県では、利便性の高い公共交通ネットワークの構築に向けた短中期的な取組として、
定時速達性が高く多頻度運行の基幹バスシステムを導入することとしている。

➢ 同システムの導入に向けて、ノンステップバスやＩＣ乗車券システムの導入、系統別カ
ラーリングの実施、バス停のグレードアップなど、バスの利用環境改善に向けた各種事業
に取り組んでいる。

➢ これら取組により、バスの輸送人員は年々減少傾向にあるなか、平成25年度の輸送人員
は、上昇に転じている。

➢ また、バス専用の走行空間を確保するため、本年2月2日から国道58号のバスレーンを延
長したところである。

対前年比 1.6%増
（396,555人増）
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２ 基幹バス導入に向けた取組

・上屋及びベンチの設置
・分かりやすい時刻表

②バス停のグレードアップ

・乗継割引等の実施
・乗降時間の短縮

③IC乗車券システムの導入

・すべての利用者の快適性向上
・乗降分離による停車時間の短縮

④ノンステップバスの導入

基幹バスを実現するためには、
次のような取組が必要となる。

国道329号

・定時速達性の確保
・過度な自動車利用を抑制

①バスレーンの延長
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３ 一括交付金を活用した取組
（公共交通利用環境改善事業）

・事業期間：平成２４年度～平成２８年度
・平成２７年度当初予算：910,826千円（平成26年度当初予算 2,171,777千円）
・事業者に対する補助率：原則８／１０

（ノンステップバスについては、車両購入額の8/10または1,530万円のうちいずれか少ない額）
・事業スケジュール
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「よりよい沖縄」のためにバスレーンを延長します
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